
　この度、小野町自衛隊父兄会（宗像芳男会
長）の皆さんより文化・体育振興基金にご寄
付をいただきました。
　紙上より厚く御礼申し上げます。
　小野町文化・体育振興基金は、町の文化や
体育の振興と充実をはかるために個人や団体
からの寄付により積み立てている基金です。
　この基金は、小・中・高校生の全国大会出
場時の激励金や表彰、町の社会体育団体や芸
術文化団体、スポーツ少年団への補助や活動
費等に、有効に活用させていただいています。

文化・体育振興基金へご寄付ありがとうございました

小野町自衛隊父兄会の皆さん

　小野町青少年健全育成町民会議主催の少年
の主張大会が７月１日、小野中学校体育館で
開かれました。
　この大会は、中学生が日頃考えていること
や感じていることを発表することにより、社
会の一員としての自覚を高めるとともに、青
少年の健全育成に対する理解を深めることを
目的に毎年開かれています。
　小野中学校から各学年４人、計12人が出場
し、学校や家庭、社会など身の回りのことを
テーマに思い思いの意見を発表しました。
　審査の結果は次のとおりです。（敬称略）

日頃の思いを発表
平成27年度「少年の主張」大会

発表した12人と関係者の皆さん

●最優秀賞
　私が伝える「心」　　上遠野萌恵（３年）
●優秀賞（発表順）
　二種類の言葉の力　長久保絢子（２年）
　言葉の力　　　　　村上さくら（３年）
　福島駅伝を通して　清野　里那（２年）
　願い続ける平和　　長谷川美咲（３年）
　輝いた自分に　　　宗像　早紀（２年）

●努力賞（発表順）
　新聞から考えたこと 　　　　郡司遼太郎（１年）
　「未来への不安」　　　　 　　岩塚　李桜（２年）
　いじめについて考える 　　　小川　愛音（１年）
　後悔から生まれた伝えたい言葉　國分　悠菜（３年）
　将来の夢　　　　　　　　　 志比奈花野（１年）
   命を大切に 　　　　　　　　長谷川杏樹（１年）
　

大会の様子
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